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議案とその結果

長期総合計画基本構想を慎重に審議！
一般会計・特別会計の決算を認定

　

十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
十
八
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
を
主
と
し
た
決
算
の
認
定
や

長
期
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
、
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
三
十
四
件
、
請
願
七
件
、
議
員
提
出
議
案

三
件
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
二
十
年
度
か
ら
八
年
間
を
見

据
え
た
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
更
に
慎
重
か
つ
十

分
な
審
査
を
要
す
る
と
し
て
賛
成
多
数
で
継
続
審
査
に
、
そ
の
他
の

議
案
は
全
議
案
原
案
の
と
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
七
件
中
、
三
件
は
採
択
に
、
一
件
は
不
採
択
に
、
残

り
三
件
は
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
が
終
了
し
た
十
三
日
に
、
三
人
の
議
員
か
ら
駅
前
周
辺

整
備
事
業
等
に
関
す
る
緊
急
質
問
が
行
わ
れ
、
市
当
局
よ
り
答
弁
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
一
件
が
追
加
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

＝
決　

算
＝

◎
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計

の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
・
老

人
保
健
・
介
護
保
険
・
土
地
取

得
・
公
設
地
方
卸
売
市
場
・
工

業
団
地
造
成
事
業
な
ど
十
七
の

特
別
会
計
の
決
算
の
認
定
で
す
。

◎
一
般
会
計

　

市
税
及
び
地
方
交
付
税
等
が

予
算
額
以
上
に
確
保
さ
れ
た
こ

と
、
さ
ら
に
経
費
の
節
減
に
努

め
た
結
果
、
歳
入
歳
出
決
算
額

は
、
歳
入
総
額
二
百
四
十
五
億

七
千
四
百
三
十
万
三
千
円
、
歳

出
総
額
二
百
四
十
二
億
二
千
六

百
五
十
二
万
一
千
円
、
収
支
差

引
残
額
は
三
億
四
千
七
百
七
十

八
万
二
千
円
の
黒
字
決
算
と
な

り
、
繰
越
明
許
費
と
し
て
、
翌

年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
二

億
五
千
二
百
六
十
八
万
七
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

国
保
税
率
の
算
定
に
あ
た
っ

て
は
合
併
協
定
に
基
づ
き
、
応

能
・
応
益
割
合
を
医
療
分
に
つ

い
て
は
、
五
十
五
対
四
十
五
に

統
一
し
、
住
民
負
担
の
急
激
な

変
動
に
配
慮
し
て
、
税
率
を
不

均
一
課
税
と
す
る
な
ど
、
保
険

財
政
の
健
全
運
営
に
努
め
ま
し

た
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
予
算
を

上
回
る
財
政
調
整
交
付
金
が
交

付
さ
れ
た
こ
と
、
歳
出
に
お
い

て
は
、
一
般
被
保
険
者
の
医
療

費
の
伸
び
が
予
測
を
下
回
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
歳
入
総
額
五

十
八
億
九
千
六
百
三
十
八
万
九

千
円
、
歳
出
総
額
五
十
五
億
五

千
百
八
十
一
万
六
千
円
、
収
支

差
引
残
額
三
億
四
千
四
百
五
十

七
万
三
千
円
の
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
直
営
診
療

施
設
勘
定
は
収
支
で
、
六
百
三

十
七
万
五
千
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

◎
老
人
保
健
特
別
会
計

　

診
療
支
払
件
数
が
二
十
一
万

六
百
七
十
九
件
、
医
療
費
は
五

十
七
億
九
十
三
万
円
で
、
歳
入

総
額
五
十
八
億
四
千
四
百
二
十

四
万
七
千
円
、
歳
出
総
額
五
十

八
億
四
千
百
七
十
一
万
三
千
円

で
、
収
支
差
引
残
額
二
百
五
十

三
万
四
千
円
の
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　

第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
基
に
、
保
険
給
付
の
適
正
化

及
び
財
政
の
安
定
化
に
努
め
た

結
果
、
収
支
の
状
況
は
、
保
険

事
業
勘
定
の
九
千
九
百
八
十
万

二
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
、

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘

定
の
収
支
で
も
三
百
三
十
四
万

六
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

◎
土
地
取
得
特
別
会
計

　

基
金
運
用
利
子
七
十
六
万
四

千
円
を
土
地
開
発
基
金
に
繰
出

し
、
基
金
の
適
正
化
に
努
め
ま

し
た
。

◎
公
設
地
方
卸
売
市
場
特
別
会

計
　

収
支
で
は
一
万
九
千
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

◎
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会

計
　

小
沢
工
業
団
地
へ
企
業
一
社

が
進
出
決
定
し
、
土
地
売
買
契

約
を
締
結
し
た
ほ
か
、
安
達
地

方
土
地
開
発
公
社
へ
の
償
還
を
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行
い
ま
し
た
。

◎
松
ヶ
丘
南
住
宅
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計

　

残
り
二
区
画
を
売
却
し
完
売

と
な
り
、
そ
の
売
却
収
入
を
一

般
会
計
へ
繰
出
し
ま
し
た
。
尚

当
特
別
会
計
は
、
完
売
に
と
も

な
い
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

◎
佐
勢
ノ
宮
住
宅
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計

　

分
譲
地
の
売
却
に
は
至
ら
ず
、

一
般
会
計
繰
入
金
に
よ
り
、
安

達
地
方
土
地
開
発
公
社
へ
、
償

還
金
の
支
払
い
を
行
い
ま
し
た
。

◎
安
達
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計◎
岩
代
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計◎
東
和
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
　

三
会
計
と
も
、
水
道
水
の
安

全
と
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

水
源
及
び
施
設
の
管
理
を
行
い

ま
し
た
。
未
普
及
地
域
の
解
消

を
目
指
し
、
施
設
整
備
工
事
の

実
施
と
、
拡
張
事
業
の
検
討
と

認
可
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

◎
安
達
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◎
岩
代
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

そ
れ
ぞ
れ
管
渠
布
設
工
事
等

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
流
域

関
連
公
共
下
水
道
事
業（
安
達
）

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
（
岩
代
）
を
計
画
的
に
進
め

ま
し
た
。

◎
茂
原
財
産
区
特
別
会
計

◎
田
沢
財
産
区
特
別
会
計

◎
石
平
財
産
区
特
別
会
計

◎
針
道
財
産
区
特
別
会
計

　

四
会
計
と
も
財
産
区
管
理
会

の
運
営
及
び
財
産
の
適
正
な
維

持
、
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

＝
条　

例
＝

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

県
内
他
市
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
、
級
別
職
務
内
容
及
び

職
名
の
一
部
を
見
直
し
、
改
正

を
行
う
も
の
。

◎
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
個
人
市

民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
前
納

報
奨
金
を
廃
止
す
る
も
の
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
を
特
別
徴
収
の
方

法
に
よ
り
徴
収
で
き
る
こ
と
等

の
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
公
共
物
管
理
条
例
等
の
一
部

改
正

　

郵
政
民
営
化
に
伴
い
、
関
係

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
郵
便
差

出
箱
及
び
信
書
便
差
出
箱
の
使

用
料
又
は
、
占
用
料
を
定
め
る

も
の
。

◎
学
童
保
育
所
条
例
の
一
部
改

正
　

平
成
二
十
年
五
月
一
日
か
ら

岩
代
学
童
保
育
所
を
開
設
す
る

た
め
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
市
立
小
学
校
及
中
学
校
条
例

の
一
部
改
正

　

東
和
地
域
の
小
学
校
七
校
を

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
に
統

合
す
る
た
め
、
小
学
校
の
名
称

及
び
位
置
を
改
め
る
も
の
。

◎
市
立
学
校
施
設
の
開
放
に
関

す
る
条
例
制
定

　

市
立
小
中
学
校
施
設
を
市
民

の
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

◎
住
民
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の
一

部
改
正

　

公
共
施
設
の
使
用
料
、
使
用

料
の
減
免
基
準
等
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
部
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
に
よ

る
行
政
組
織
の
見
直
し
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
新
た

な
行
政
機
構
と
す
る
た
め
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

＝
補
正
予
算
＝

○
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
千
五
百
三

十
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

は
二
百
五
十
三
億
五
千
八
百
二

万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

・
地
域
振
興
整
備
基
金
積
立
金

の
増
額 

一
千
五
万
円

・
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

事
業
の
増
額 

四
千
万
円

・
橋
梁
整
備
事
業（
南
杉
田
、白

沢
線
）の
減
額 

八
千
万
円

・
二
本
松
駅
前
広
場
整
備
事
業

の
増
額

一
億
五
百
三
十
七
万
四
千
円

・
農
業
用
施
設
補
助
災
害
復
旧

事
業

五
百
四
十
三
万
九
千
円

・
農
業
用
施
設
単
独
災
害
復
旧

事
業
の
増
額

六
百
二
十
四
万
六
千
円

・
土
木
施
設
単
独
災
害
復
旧
事

業
の
増
額 

二
千
万
円

・
公
共
土
木
施
設
現
年
災
害
復

旧
事
業
の
増
額

三
千
五
百
十
二
万
七
千
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

過
年
度
分
療
養
給
付
費
交
付

金
及
び
前
年
度
療
養
給
付
費
等

負
担
金
返
還
金
の
増
額
措
置
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
増
額
。

○
安
達
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

職
員
給
与
費
等
の
当
初
予
算

編
成
後
の
異
動
整
理
に
よ
る
措

置
。

＝
そ
の
他
＝

○
教
育
委
員
会
委
員
任
命

　

服
部
康
夫
さ
ん
（
上
川
崎
）

を
適
任
者
と
認
め
同
意
し
ま
し

た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
　

齋
藤
英
男
さ
ん
（
針
道
）

　

吉
田
左
重
さ
ん
（
上
川
崎
）

　

菅
野
勝
子
さ
ん
（
渋
川
）

を
適
任
者
と
認
め
推
薦
し
ま
し

た
。
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＝
議
員
提
出
議
案
＝

○
米
価
の
安
定
対
策
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

地
域
経
済
に
も
重
大
な
影
響

を
与
え
る
米
価
下
落
に
対
し
て
、

抜
本
的
な
安
定
対
策
を
求
め
る

た
め
、
政
府
機
関
に
対
し
意
見

書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

○
飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農

家
負
担
の
軽
減
と
、
国
産
飼
料

の
増
産
、
循
環
型
畜
産
の
発
展

を
図
る
施
策
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

飼
料
価
格
の
高
騰
が
直
撃
し

て
い
る
畜
産
農
家
の
負
担
軽
減

と
、
輸
入
飼
料
へ
の
依
存
を
脱

却
し
、
循
環
型
の
畜
産
経
営
に

転
換
を
図
る
取
り
組
み
へ
の
支

援
な
ど
の
施
策
を
求
め
る
た
め
、

政
府
機
関
に
対
し
意
見
書
を
提

出
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
と
教
育
予
算
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
と
教
育
予
算
の
充
実
を

図
る
よ
う
、
政
府
関
係
機
関
に

対
し
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
の
新
市
建

設
計
画
財
政
計
画
を
進
め
た
場
合
、
平
成
二
十
一
年

度
に
は
財
政
調
整
基
金
が
枯
渇
し
、
学
校
建
設
な
ど

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
「
特
定
目
的
基

金
」
を
条
例
改
正
で
一
般
財
源
化
し
な
が
ら
使
わ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
こ
れ
は
異
常
事
態
で
あ
り
、
財

政
破
綻
を
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
健
全
財
政
を
維
持
す

る
た
め
、
市
民
や
議
会
に
財
政
状
況
の
積
極
的
な
公

開
や
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う
強
く
求
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

　

二
本
松
駅
前
に
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
市
民
交

流
拠
点
施
設
の
実
施
設
計
が
十
二
月
末
に
ま
と
め
ら

れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
一
階
の
天
井

を
高
く
す
る
予
定
で
、
民
間
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
日
展
会

長
で
文
化
勲
章
受
章
者
の
大
山
忠
作
氏
が
市
に
寄
贈

す
る
日
展
出
品
作
な
ど
大
量
の
作
品
の
展
示
収
蔵
施

設
は
、
同
三
階
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
施
設
を
、
真
に
二
本
松
市
の
賑
わ
い
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
利
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
市
民
を

上
げ
て
の
協
力
が
必
要
と
な
る
。

　

今
後
と
も
、
広
く
市
民
と
の
十
分
な
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
図
り
な
が
ら
、
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

中 間 報 告（特別委員会）

反 対
　今回の条例改定は、昨年６月の国会で決まっ
た医療改革法で、後期高齢者医療制度全体の
最初の具体化になるものであり、反対です。
　政府は２００８年４月から、月額１万５千円以
上の年金を受給している６５歳以上の人は、国

保税を年金天引きすることを決めました。国
保は所得の低い人が多く加入している医療保
険で、国の手厚い援助がなければ成り立たな
い制度です。
　年金生活者の生活費にくい込むような年金
天引きはやめるべきです。

○ 二本松市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

討   論

平　敏子  議員

　昨年４月から市重度心身障害者入院食事療
養費の２分の１補助が削られたこと、第２に
平成１８年までの３年間で国から交付される地
方交付税が約３９億円（平成１８年度歳入の２３％）
も削られる一方で、定率減税の半減、老年者

控除の廃止などで、２億円を越える市民負増
が実施されました。いずれも国県の制度改悪
によるものですが、地方交付税財源を確保す
ることが住民のくらしを守り、財政を立ち直
すのに必要不可欠であることを強調して反対
しました。

○ 平成１８年度二本松市一般会計歳入歳出決算の認定について
斎藤　広二  議員




